
　（別紙４（２）） 事業所名  グループホーム大樹

目標達成計画 作成日：　平成　２７年　　３月　１０日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 1

・地域密着型サービスの意義を踏まえての理念
の見直しとその共有と実践が出来る取り組み。

・理念の意義を理解しグループホーム独自
の理念を作っていく。

・理念の唱和による再確認を行う。
・理解したうえで分かりやすい理念を作成、実
行する。 １２ヶ月

2 4

・二か月に一回の運営推進会議を行っているが
入居者様のご家族の参加が少ない。

・ご家族の参加を呼び掛けるとともに来られ
ない方には意見、要望をいただきより充実し
たものにする。

・参加の有無を往復はがきで返信してもらい、
欠席の方には返信はがきにて意見、要望を収
集する。 １２ヶ月

3 49

・入居者様の希望に沿った個別的な外出支援
の取り組み。

・入居者様のAＤＬや趣味、嗜好を取り入れ
た外出ができる。

・入居者様の生活歴、趣味、嗜好を把握したプ
ランを作成し実行する。

６ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。
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